




































表 1 科目種類別単位数 (単位)
1年次 2年次 3年次 合計
原則履修科目 4 。 2 6 
必修科目 1 9 1 3 3 3 5 
選択科目 6 1 6 2 4 4 6 
合計単位数 2 9 2 9 2 9 8 7 
」ー
表 2. カリキュラム比較(職業科呂・総合科学科は家庭科目のみ) (単位)
家 政 手ヰ 家政科学科 総合科学科(家庭科目)
家 必 家庭一般 4 家庭一般 4 必草 家庭一般 4 
被服 1 1 必 産業情報基礎 2 
食物 1 1 産業基礎 2 服飾デザイン 2 
保育 3 現代技術 2 アパレル技術 i 4 
庭 家庭経営・住居 2 保育 2 アパレル技術立 4 
修 修 消費経済 2 ソーイング 4 
家庭看護・福祉 2 ハンドクラフト 2 
課題研究 4 選 調理 i 2 
科 調理E 2 
日反 服飾デザイン 2 調理由 4 
選 飾 被服製作 6 食品 2 
ア 被服材料 2 択 栄養 2 
自 すれ 食品衛生 2 
択 保育 2 
j 消費経済 2 
系 家庭看護・福祉 2 
必 』ーーー』 -ー------ クッキング 2 
食 食品 2 
物 栄養 2 
修 栄 調理 6 
養
高業 計算事務 2 系























































































































調理 食品 栄養 食品衛生 全科目
③ 1996年度入学生
30十 -29---…ー→ 一一…一一:一一一一一ー 系列全科呂選択者は75. 9%一〈
23 : _23_ :、22
20 
10 






















陸型三工i:Ji ，アハ。レ)し技術 lつ ，171¥0レル技術rj
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o 2 3~6 7~10 1l~20 2l~26 27以上
単位数
表4 f調理 1J緩修者:廻類・食物栄養系列の家庭科目選択数 (人)
家 庭 科 選 択 科 自
年度 選択 選択内訳 調理 調理 食 方泣tι: 食品 アハ。レ アJ¥0レ ソーイ ハンド 保 語費 結看護 クッキ
人数 男 z 女 E 国 品 養 寄生 J¥t技第j J¥t技制 ング クラフト 育 経議 -福祉 ング
9 4 36 4 : 32 36 33 29 29 21 2 16 19 8 
9 5 30 28 28 23 26 26 12 5 12 15 10 7 
崎ー
9 6 29 2 27 27 25 25 23 23 4 。10 19 15 5 
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履修者:直類・アパレル系列の家庭科目選択数
家 庭 科 選 択 科 自
年度 選択 選択内訳 調理 調理 食 オAミLこ 食品 7 J¥ 0レ アハ。レ ソー イ ハンド 保 指費 家庭看護 クッキ
人数 男 l 女 E 血 口仁口1 養 衛生 Jv技指! )し技能i クラ7ト ェ月~ 経済 -揺社
9 4 3 。: 。 3 3 
9 5 12 1 7 6 7 1 12 10 4 ひ「







































































ωt ---~- ---~ ---: 仁木..~一一;
------1類・燈業系科ヨ一一ー 一ー千ム一人一一一ー ナー ¥ー一一一一一
:------斗六¥、
N類商業系科沼 〆 、





















出( 4 10 1 2 14 16 1 8 20 22 24 26 28 合計人数
9 4 2 5 1 2 39 
9 5 5 10 7 4 3 2 42 
I 9 6 I 1 4 8 2 I 2 I 1 I 40 J_ 
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直類:家庭科目単位数別頻度(3年間)表 6
表 7 選択職業科目(農@工@家 e 商合計)単位数汚IJ頻度(3年間) (人)
I n 4 8 10 12 14 16 18 20 
9 4 5 5 14 17 
9 5 1 I 0 7 1 1 



























24 26 28 30 32 34 36 38 40 合計人数
22 12 16 1 1 4 159 
20 24 18 7 160 























表 8 国類生徒の他系列科目選択人数 (人)
人数 選重量 業主主 ヨ子斗
年 E 生続工学 生物 飼育 食品 食品 栽培 緑地 エコ訂 アメニテイ うンド ゲリ回ン 植物 動物 生活
度 類 基礎 工学 投稿 i 製造 科学 環境 学 1 γA デずイン スケ時70 デずイン 生態 生態 園芸
94 39 10 19 7 。 24 1 7 
95 42 5 8 4 4 。 13 7 
96 40 。。 。。 。 。 30 。
二仁 議室き ラ子斗 言語 妻美 王子斗
t口 TD ハードウエ 計算 法律 ピシーネス 商業デ マーケテ 商品 工業 流通 文書 簿 情報 ピγネス
技 i 技E ア技術 事務 知識 英語 ザイン イング 知識 簿記 経済 処理 記 処理 マナー。 4 。 16 。。。 4 14 








家 庭 科 選 択 科 自
類 年 食 栄養 食品 71¥"レ 7ハレ ソイ ハンド {呆 織機 家主看護|クッキ型 度 ロIコロ 面生 )~技高 l )~担制 ング クう7ト τ同白 .~社 ンゲ
94 4 。。 5 4 。2 7 
3! 2 3J 4 。 3 I 1 。2 4 類 96 3 I 3 5 。 7 7 9 7 
E 94 1 I 2 2 。。。。。。 7 
95 。。。。 2 。。10 
類
96 。。 。 。 5 。 。。 。
N 94 。 3 5 7 31寸子
95 9 3 I 1 2 10 
類







他類型の職業科目を全く選択していない生徒に( 4 ) 
ついて












































年 室長 E類 1I 類 N室長 クフス
&_ )7J. 差是築基 環境科 工業基 総理 i 服飾デ 商業主基 合計
A組 5 4 1 0 9 1 1 0 3 9 
95 B総 6 4 1 0 9 l 1 0 4 0 
年
C組 9 9 。 1 2 6 4 4 0 
&_ 
D総 5 4 1 0 9 4 0 l 11 
合計 2 2 1 6 3 9 3 6 3 4 3 1 5 9 
A総 6 4 1 0 6 4 1 0 4 0 
96 B組 2 6 1 0 1 1 2 8 3 9 
年
C総 6 1 2 4 7 3 8 4 0 
度
D総 3 5 1 0 6 3 1 3 日?合計 1 5 2 1 4 2 3 0 1 2 3 9 
A級 3 8 9 6 2 1 2 4 0 
97 Bml 3 2 1 2 4 2 一万 4了
年 C組 3 6 1 0 8 5 8 4 0 
9 1 1 二手|っ到オ十合計 12 I 2 5 4 0 2 9 
表 11 各年度の授業構成員内訳
(1 )食品・栄養授業選択者の内訳
① 1 9 9 7年度(平成 9年度)
総理 i 目里子'ザ 農業基
食 2年次 4 l 
3年次 1 6 7 2 
品
苦十 8 2 0 2 
栄 2年次 2 2 
主筆
3年次 1 4 6 
き十 1 6 B 
② 1 9 9 6年度(平成 8年度)
調理 i n~ デサ. 益基業基
食 2年次 2 8 2 2 
3年次 1 0 
品
E十 3 8 2 2 
栄 2年次 3 1 1 1 
養 3年次 1 2 
計 4 3 1 1 
( 2) ソーイング・アパレル技術 1
① 1 9 9 7年度(平成 9年度)
n~ デサ. 鋼淫 i 幾業基
2年次 9 l 
イン 3年次 2 7 
.ー 計 11 8 
7 2年次 1 0 4 
J¥' 3年次 1 
i 昔十 1 1 4 
平 9 1 1 1 
平 10 1 1 
※ 71¥" : 7ハ.同技術の路
YJI" n : 3年次綴修科B
② 1 9 9 6年度(平成 8年度)
B皇子'ず 繍理 1 幾重量基
2年次 1 0 l 
イン 3年次 。 1 6 2 
与. E十 1 0 1 7 2 
7 2年次 6 5 
1¥' 3年次 。 2 
1 I H十 6 7 
YJ¥ 3年次 3 2 2 
E 
③ 1 99 5年度(平成 7年度)
fll1デず 総理 i 重量築基
2年次 3 2 
イン
グ 苦十




















l 9 I 4 1 
l 3 
1 3 I 3 1 
工業基 情報処 合計
I 6 
6 I 5 0 
2 l 
2 1 I 4 9 
工業基 商業
2 






1 I 3 0 
1 







年次生 日品Pll1 )J量デサ. 是主業基ー 環境科 工業基 情報処 合計
2年次 2 2 4 
言十 7 
96 2年次 2 2 4 8 
年 3年次 4 l 1 5 1 1 
度 計 6 3 l 9 1 9 
97 2年次 7 4 11 
年 3年次 1 3 6 4 7 2 7 I 3 9 
度 青| 2 0 6 4 7 2 1 1 I 5 0 
②家庭看護儀社
年次生 託期理 1I HI1'T'サ. 態業基 容器唱を科 工業基 情報処 合計
95 開設;せず
96 2年次 1 l 4 6 
年 3年次 7 l 2 3 1 3 
言E 言十 8 l 2 7 1 9 I 
97 2年次 l 3 4 
年 3年次 6 4 1 11 
度 計 1 5 
③消費経済
年次生 調理 i HI1デサ' 幾業Jま 環境科 工業基 情報処 合計
95 2年次 7 1 1 9 
年
度 言↑
96 2年次 2 2 
年 3年次 1 2 3 
度 言十 3 2 
5 7
97 2年次 1 5 1 
年 3年次 8 4 1 I 1 3 
E霊 計 9 9 2 I 2 0 
i4lクヴキング
年次生 競理 1I fll1'T・サ' 産量業基 環境科 工業基 情報処 合計
96 2年次 選t数制限
年 3年次 2 5 2 7 2 5 4 1 
&_ 計
97 2年次 選t車数信lsN
年 3年次 9 1 I 3 1 0 1 0 3 4 
E室 苦十
98 2年次 選採数時ils&
年 3年次 4 1 5 1 6 2 7 
&_ 苦i
おわりに
わずか3年間の科目選択のデータであり、学校をとり
まく社会環境、教育の変化から選択傾向は年々変化する
ものと思われるが、生徒の選択傾向を検討した結果、以
下のようなことがわかった。
(1)各類型生徒の選択に、ある一定の傾向がみられる。
(2)系列の全科目を選択している生徒の割合は年度によ
り大きな差がある。
(3)授業クラスに多様な系列の生徒が混在していること
を感じていたが、この調査でその裏付けができた。
(4)学科の改編により、最も変化したのは農業科と家庭
科といえよう。工業科は選択傾向から見る限り、余
り変化は認められない。
(5)特に家庭科については、改編により受けた影響が大
である。今後、生徒の選択と授業への関心度(集中
度)によって変化の質に差が生じると思われる。
この調査を通して、より望ましい総合科学科の実現の
ためには、多大なエネルギーを要するが、生徒の多様な
選択ニーズに応えられるように、多くの科自を用意した
理想的な時間割編成が必要であると改めて実感した。
本稿をまとめるに当たり、お世話になりました阪本先
生、家庭科の諸先生方に感謝申し上げます。
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